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令
和
７
年
度
が
始
ま
り
二
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
み
ら
い
工
房
で
は
来
年
度
に
予
定
し
て
い
る

本
部
等
の
若
葉
区
多
部
田
町
へ
の
移
転
に
向
け
具

体
的
な
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
み
ら
い
工
房
に
入
職
し
た
の
は
令
和
三
年

十
月
で
す
。
そ
こ
か
ら
約
三
年
半
が
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
間
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
工
房
市
原
（
相
談
支
援
事
業
＊
令
和
四
年
に
千

葉
市
の
相
談
事
業
と
統
合
）
、
緑
区
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
委
託
事
業
）
、
み
ら
い

工
房
つ
む
ぎ
（
生
活
介
護
）
、
お
お
き
な
Ｗ
ａ
（
生

活
介
護
）
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
き
な
Ｗ

ａ
（
相
談
支
援
事
業
）
、
サ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
み
ら
い

（
居
場
所
支
援
等
）
、
は
ー
と
や
の
パ
ン
直
営
店
Ｌ

ａ
ｍ
ｐ
（
カ
フ
ェ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

と
次
々
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
展
開
に
は
、
「
地
域
と
共
に
み
ん
な
の

み
ら
い
を
創
造
す
る
」
と
い
う
法
人
基
本
理
念
の

下
、
み
ら
い
工
房
を
利
用
さ
れ
る
方
や
ご
家
族
、

地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
よ
う
と
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
理
事
長
か
ら
「
現
状
維
持

は
衰
退
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
も
右
肩
上
が
り
の
運

営
に
な
る
よ
う
に
」
と
日
ご
ろ
か
ら
鼓
舞
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
職
員
も
若
手
か
ら
役
職
者
ま

で
が
、
様
々
な
要
望
に
応
え
よ
う
と
次
の
展
開
に

常
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
日
々
の
活
動
に
向
き
合
う
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い

ね
）
。

　

私
自
身
、
み
ら
い
工
房
の
事
業
展
開
の
速
さ
に

は
、
付
い
て
い
く
の
に
必
死
な
状
態
で
す
が
、
き

っ
と
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
あ

り
、
そ
し
て
、
み
ら
い
工
房
の
職
員
一
人
一
人
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
地
道
に
や
っ
て
き
た
結
果
と
し
て
、
こ
の

驚
く
べ
き
展
開
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
令
和
八
年
四

月
の
多
部
田
移
転
を
筆
頭
に
、
つ
む
ぎ
隣
地
の
活

用
、
お
お
き
な
Ｗ
ａ
の
事
業
拡
張
な
ど
、
今
後
も

み
ら
い
工
房
は
前
進
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
利
用
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
地
域
の
皆
様
、
更
に
新
し
い
職
員
の
力
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
多
く
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　  

み
ら
い
工
房
つ
む
ぎ
　
次
長
　
丸 

晶

▲ 丸次長が施設長を務めるみらい工房つむぎでは、日々
の活動で様々な催しを企画しています。
手作り拉麺を昼食時に提供した際は、利用者様が店主と
なり皆で美味しい食事と時間を愉しみました。
“皆様の笑顔が職員の糧となり、より良い支援に活かされ
ている”と語るのは主任の金坂さんです。

Newsletter.
【共同生活援助/空床型短期入所】 

沖縄県浦添市字港川338番地6 080-5092-3276/GH担当　呉屋

令和7年8月グループホームみなとがＷａを開設いたします
男性棟・女性棟2ユニット

週末はビーチ散策や広々バルコニーでBBQ
閑静な住宅街、近隣に商業施設あり
完全個室・エアコン・ベッド完備

家庭的な環境でひとり暮らしをサポート

◀ 現在、開設に向けて改修工事真っ只
中、GHみなとがWa居室の一例です。生
活介護事業所おおきなWaをご利用の皆様
が“ほっと”くつろげる“第二のいえ”となる
ような雰囲気作りを目指しているとのこ
と。みらい工房本体と同じく重度障害が
ある方の地域の受け皿としてお役に立ち
たいと、施設長の呉屋係長より伺いまし
た。カーテンや照明・家具が入りインテ
リアの完成が今から楽しみですね。



多部田町地鎮祭多部田町地鎮祭

各部署の
活動報告

毎月第三土曜日に親子イベントを開催

サードスペースみらいサードスペースみらい
    サードスペースみらいでは、毎月第三土曜日
に親子で参加できるイベント「みんなで遊ぼう
親子の会」を開催しています。
毎回、淑徳大学のボランティアサークルに協力
をいただき、絵本の読み聞かせやレクリエーシ
ョン・工作等を行っています。参加人数も増
え、リピーターの方も多くなってきました。こ
れからも様々な体験を通し、子供たちの成長を
見守るとともに、親同士の繋がりも大切に進め
ていきたいと考えています。
サードスペースみらいスタッフ　山口・青栁

　2025（令和7）年4月15日、千葉市若葉区多部田町工事予定地において、（仮称）みらい工房生活
介護棟新築工事の安全を祈願する「地鎮祭」が執り行われました。当日は、本法人の理事長をはじめ
とした法人内関係者、工事関係者が参列いたしました。　
　社会福祉法人みらい工房は2026（令和8）年を迎えるにあたり、生実町のみらい工房とみらい工
房ひまわりを移転し、千葉市若葉区多部田町を法人本部として運営を行います。工事期間中は近隣の
住民の皆様をはじめ、周辺の皆様にはご迷惑をおかけすることになりますが、工事関係者ともども安
全対策には十分配慮いたしますので、引き続きご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

みらい工房　課長　阿部満

本
号
で
は
、
各
部
署
の
取
り
組
み
と

そ
の
成
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
創
る
み
ら
い

（仮称）みらい工房生活介護棟工事の地鎮祭の様子



　令和7年5月14日、さわやかな初夏の陽気の中、第33回千葉市ゆうあいピックが青葉の森スポー
ツプラザにて開催されました。本大会では、フライングディスクや陸上競技に、多くの利用者様が
元気に参加されました。広々とした競技場には、皆さんの真剣なまなざしや、仲間と声を掛け合う
姿、競技を終えた後の晴れやかな笑顔があふれ、応援の拍手が温かく響いていました。このゆうあ
いピックは、日頃の練習の成果を発揮する場であると同時に、社会参加の喜びや、他施設との交流
を深める貴重な機会となりました。ご家族の皆様にとっても、挑戦する姿や一歩一歩の成長をご覧
いただける、特別な一日になったことと思います。今回ご参加いただいた皆さん本当にお疲れ様で
した。

スポーツ委員会　委員長　芳賀康也
 

第33回千葉市ゆうあいピック第33回千葉市ゆうあいピック

今年で3回目の開催

ふるいちばフェスふるいちばフェス

社
会
福
祉
法
人
み
ら
い
工
房
で
は
各
部
署
が
積
極
的
に
、
楽
し
み
な
が
ら
様
々
な
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

今
も
変
わ
ら
ぬ
創
立
時
か
ら
の
想
い＝

法
人
理
念
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
我
々
は
堅
実
に
、
楽
し
む
事
を
忘

れ
ず
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。—

—
—

 

主
任
相
談
支
援
専
門
員
　
酒
井
裕
作

毎年恒例のスポーツ大会が本年も

みらい通信33号

　今号の巻頭を飾る丸次長の言葉は、トーマス・エジソンの名言から始まりました。
「自分にできることをすべてやる」その姿勢こそが偉業であり、誰にでもその力があるの
だと思わせてくれる、前向きな一言でした。失敗を恐れずに挑戦し続ける。そして、日々
の小さな積み重ねが、気付けば自分を遠くまで運んでくれるのでしょう。
さて、編集担当者を漢字一文字で表すと“豪”これは時に、豪腕と言われる為ですが、や
や複雑な乙女心…(笑)あなたの心に浮かぶ“漢字一文字”は何でしたか？今号も最後までお
読みいただきありがとうございました。

広報委員会

編集後記編集後記

　5月11日（日）千葉市緑区の古市場運動公園にお
いて、地域の活性化、地域コミュニティを深めるこ
とを目的とした「ふるいちばフェス」が開催され、
みらい工房から“はーとやのパン＆おおぞら”が出
店しました。また、運営スタッフとして、理事長他
５名の職員が参加いたしました。
今年で３回目の開催となり、地元中学校による吹奏
楽や和太鼓の演奏が場を盛り上げ、ワークショップ
やキッチンカーも大盛況でした。当日は好天に恵ま
れ、地域住民の方々をはじめ遠方からも多くの方々
にご来場いただきました。



共にみらいをつくる新メンバー2025年度

様々な想いを胸に入社してきた新入職員の皆さんに
漢字一文字をテーマに自己紹介をしていただきました

白井将吾
し ら い し ょ う ご

みらい工房

川島由郁
か わ し ま ゆ い

みらい工房つむぎ

廣中晶

みらい工房おおぞら

佐藤清佳
みらい工房ひまわり

諸見里景子
おおきなＷａ 和松中千恵

緑区基幹相談支援センター

　障害児支援の仕事に携わってき
た経験を活かし、ご縁をいただい
て現在は障害者基幹相談支援セン
ターで勤務しています。利用者の
方々に寄り添った丁寧な支援を心
がけてまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。

ひ ろ な か あ き

さ と う き よ か も ろ み ざ と け い こ ま つ な か ち え

をご紹介します新入職員６名

を 漢 字 で 表 す とを 漢 字 で 表 す と を 漢 字 で 表 す と

を 漢 字 で 表 す と

　人と直接関わり、誰かの役に立
つ仕事がしたいと思い、福祉の仕
事を選びました。今は福祉の知識
はないですが、働きながら学んで
いきたいです。利用者様と関係性
を築けるよう、思いやりの心を持
って関わっていきます。

を 漢 字 で 表 す と穏
　以前は、茂原にありますNPO法
人みらい工房ぱれっとにて勤務し
ておりました。私自身「毎日楽し
く」を常に心がけていて、利用者
の皆様にも「今日は１日楽しかっ
たなぁ」と思っていただけるよう
に頑張りたいと思います。

笑
　みらい工房に配属になりまし
た。白井将吾です。まだまだ分か
らないことばかりですが、焦らず
ゆっくりと一歩ずつ成長できるよ
うに、お力をお借りしながら頑張
りますのでよろしくお願いいたし
ます。

温を 漢 字 で 表 す と

　大学時代に放課後等デイサービ
スでアルバイトを経験し、児童と
関わる楽しさや障害児支援の大切
さを学び本職に決めました。利用
者様がより良い時間を過ごすこと
ができるよう、日々前を向きスキ
ルアップしていきたいと思いま
す。

進 朗
　皆様が笑顔で朗らかに、安心し
て過ごせるような空間・環境づく
りを行っていきたいです。常
に“明るく・元気・前向き”をモッ
トーに、人に優しく、また笑顔と
感謝の心を忘れずに精進してまい
ります。


